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H－1ロケット（3段式）試験機の打上げに

　　係る安全対策について（報告）

禽

昭和62年6月10日、

宇宙開発委員会第三部会
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　　　　　　　　　　　　　　はじめに、

宇宙開発委員会第三絵は・昭和62年度8～9醐1こ穆陣τ

いるH－1ロケヅト（鍛式！試穂卿キ歌関して・序騨発騨

団が実施しようとしてい破全膿について・昭和閃郷即朋

来、調査審議崇重ねてきたが、このたびその結果をとりまとφたので

報告する。∴
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1．H－1ロケヅト（3段式）試験機の打上げ計画の概要

1　打上げの目的

　τH－1ロ’ケヅト（3一段式）試験機の打上げは，H一．1ロケット（3段式）試

験機の性能を確認するとともに，静止三軸衛星バスの基盤技術を確立し，次

　期実用衛星開発に必要な自主技術の蓄積を図り，併せて，移動体通信実験を

　行うことを目的とする。

2・1．・Hご一1ロ、ケット（3段式）試験機の厩要ジ　一　’・

　mH一一1ロケヅト（3段式）試験機は、重量約550kgの静止衛星を打上げ

　る能力を有する3段式ロケットで、第2段液体ロケゲトは、液化酸素と液

化水素を推進薬とした高性能エンジンを搭載したものを新規に自主開発し

　たものであり、第3段固体ロケットは、重量約550kgの静止衛星の打上

　げ用にほぼ球形の固体ロケヅトを新規に自主開発したものである。又、誘

導装置どしては、新規に自主開発した慣牲誘導システム（略称NICE）を

　採用している。．．・．．、　’、．・∵＿＿～ゴ、、’＝、

　　H－1ロケット（3段式）試験機の主要諸元及び形状はくそれぞれ表1及

　び図1に示すとおりである。

3．打上げ計画の概要ジご㌧1’　　．F，二1㌧芦・．　＿、ジジ涙　ン＼一

　、君乱rロ：ケッド（3段式）試験機は、ケ昭和62年度8．㌍9月期に宇宙開発

　事業団種子島宇宙センダ」大碕射場がら打ち上げられる。』、

　　H－1ロケリト（3段式）試験機iの打上げ及び衛星の軌道投入はく表2に

示ずﾚrより行われ黒陶止輔投入までの地表面醐ま・ヤ図2

　に示すとおりであるδぐ
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H．H－1ロケット（3段式）試験機の打上げに係る宇宙開発事業団の安全対策

　H一王ロケット（3段式）試験機の打上げにおいて、宇宙開発事業団の実施し

ようとしている安全対策は以下のとおり1である。　‘　・　　、　ご

1．地上安全

　（1）　ロケットの推進薬；等の輸送及び貯蔵に係る安全対策

　　　射場で使用される固体推進薬等の火薬類、筒圧ガス、その他危険物（以

　　下「保安物」という）は表3のとおりであり、その輸送、館蔵に当たって

　　は、それぞれの関係法令に従らて手続きが行われぐ規制内容に従っ、て取

　　。扱いが行われる。

　　①・輸送に係る安全対策『

　　　　保安物はいずれも種子島宇宙センター渡しで納入され、輸送に関す，

　　　、、る法定手続きは契約業者において行われるカ㌔宇宙開発事業団は契約

　　　業者に輸送計画書の提出を求め、輸送安全上の指導及び監督を行うこ1

　　　　と等により安全の確保に万全を期している。㌧　・．　　、

　　②貯蔵に係る安全対策

　　　　保安物の貯蔵施設の配置は図3のとおりであり園これらはいずれも

　　　所要の手続きを経て、法定基準に合致するよう設置されている。，．特に、∫

　　　㌃液化水素及び水素ガスの貯蔵施設の周辺の所定範囲を可燃性ガス等危

　　　険区域として、この範囲内の電気関係設備は水素防爆タイプのものと

　　　、しているざ♂．　r・　∫i’『ン　㌧　㌃1㌦ぞ一．回し・　一　・

　　　　また、．、ン貯蔵施設には景火災報知器、∫火災センサ藁寸ガス検知器ぐ

　　　盗難警報器等が設置され、防災監視室及び地上安全管制室でモニタ階

一2一

㈱
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　　　されており・防災監視室では、、常時、・警備員が配置され、集中監視を

　　　行っている。　さらに、・夜間の巡回点検が行われ＼火災、盗難等の未

　　　然防止が図られている。一

（2）　ロケットの整備に係る安全対策㌘，㍗、h　h’一∵

　一①　警戒区域

　　　　ロケット打上げ整備作業の各段階に応じて～図4のように警戒区域

　　　πが設定される6警戒区域内は、射場安全主任等が指定または許可した

　　　者以外の立入り・は禁止され、必要により警戒員が配置され警戒が行わ

　　∴‘れる。　’　　　が・、　ゆ　一　　．・ジ　　・1∫　㌧

　　②整備作業に係る安全対策

　　　　保安物の取扱作業ば、各種保安物の法令ぐ’取扱基準等の安全要求に

　　　基づいて作成された作業手順に従うて実施ざれる。’安全上特に配慮が

　　　必要な保安物の取扱作業については、射場安全要員が立会い乱安全を

一p_確認しづう作業が行一われる。

　　　　また、作業の実施に先立ち、チェ・ソクリストによる点検等により関係

　恢詮儲の機能が正常に作動することの安全確認が行われる6・㌦，

　　∴㌧なお’、、第4段、。1第，2毅ロケヅトベの燃料、酸化剤充填及び気蓄器へ

　　　の高圧ガス充填は▽安全の確保に万全を期ず惹だめ＾二・発射管零墨内か

　ド・〆ら遠隔操作でぎるおうな設備が設げられているなか、、第2段ロケヅト

　　　に使用する燃料（液化水素）の充填時等に発生する水素ガスを安全に処

　　　遣するため、水素ガス処理設備が設げられている。・　1、凹｝※で

（3＞、穿ゆゲヅトの打上げに係る安全対策いン∵』＼．．一．・『∵㌧：∴＼こ、

　∴①，打と丘げ当日㌧にお～ける警戒区域∵湿・∴．

　　　，白ゲゲトの打上げ当日’にお廿惹安全を確保ず二るため、∵関原者以外が

　　　立ち入らないタう警戒を行う区域（以下「打上げ当日における警戒区域」

一3一



　　という）が、射点を中心とした半径2．2k魚の円内の区域（図5）とむて設

　　定ざれるら・打上げ当日に1おげる警戒区域には、関係者以外が立ち入ら

　　ないよう協力を求める。また、宇宙開発事業団が必要二な立袖【による表

　　示等を行い、一要所に警戒員を配置する1覧どに．より、（図6）・立入規制の一

　　徹底が図られる。なお、当該区域周辺の警戒について墨ま、鹿児島県警

　　察本部及び種子島警察署等に幽幽ざれる6－1・ご：㌃『ン甜

　　　海上については、．個体補助ロケヅ；ト落下予想区域（図7＞及びその周

　　辺海域を射場に設置した海上監視設備により監視するどともに≦関係

　　機関にも協力が依頼され、警戒船、航空機等により船舶が；立ち．入らな

　　．いよう警戒が行われる。、　　　　　∵∴∫・『r’　1二、∫、、

　　　、ま1たぐ∫陸海の警戒区域の上空についても監視が行われる唖∫

　②＿打上げ当日の作業に係る安全対策・午罷　一ごご粒・

匝．ご受作業億予め設定ざれた汐イムスケジ邊ゼルに従って進め：られ、各作

　　業とも十分熟練した特定の作業員が、き手順書に従調馬全を確認し？つ

　　．行われる。ゴ∫伴いF町二．・1．一＾1：∴∴∴∴”∵

　　　作業は地上安全管制室等に誇1いて常時監視さrれ、作業安全払：騨

　。fづが生二じ獄ま瀧は生じる誇1それがある時1ま、作業の全部また：は一一部が停

　　．止ざれ～∫災害の未然防止まだは拡大防止が図ちれる：b∴二ll三「些・・

　　で、なお認作業を停止しM打上げ作業を延期す苓言合競娃㍊安全上ρ配

　．Pぎ慮をした逆蛸スケジ．＃∀ル▽手順書に従？て措：置される∵ll∵’．些、

（4）一＿防災設備　　＿‘．ジ！lll∴：∴「能∵腔一で：1∴∵：r第∵、宅汽　∴∵。∴《’事．

　　　射場内には火災等を駒止するだめ認火災報知設備、1ガス検知設備等が｝

　　設けられており、万六火災等が撫し・だ場合こに備えてぐ：各種防火設備

，醜消防設備及び防護設備が設域られてい・寄。至二ζれを表＝41に示すb．
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2．飛行安全

　（1り1・．飛行旧臣策庭における寮全対策　ビ、　ド，ご・「　　1＼ノ

　　、⑦じ基準とする飛行経路1、．

　　　　H－1ロケット（3毅式）試験機の基準とする飛行経路については、

　　　打ち上げる技術試験衛星V型（ETS．一V）の．ミ・ヅションに適し、かっ、

　　〆安全確保のたφ雲華し左珠⑱諸点に適合するよう設定されるζととなつ

　　　、・ている』

　　一．．（匪）　正常飛行時に、．ロケツー1トから分離投下される固体補助ロケット、

　　　　　第1段ロケットの燃え文運さ衛星フェアリングの落下予想区域が、

　　　　　いずれも陸地及び外国の周辺海域にかからないこと6

　　ジ（il：）㌃一飛最中のロケットの推力停止を想定二した：場合に予測される当該

　　　　　．ロケヅトの落下点が安全の確保上支障のある範囲内にないこと。

　　　Gii）　飛行中のPケットの異常を検知し、安全確保の仁ゆの措置がと

　　　　　1照るよ．う、レ雪ダ、テレメ㌣タ及び保安用コマンrドのために必要’

　　　　　な電波リンクが確保できること。・、　・，、・

　　　　’上紀の点を考慮の：よ玉笹されている基準とす：る飛行経路は、、図8に

　　　示すとおりである。　　　　　　　　　　　　　　ゾ．，、．

　　、②．．落下予想区域・デー二一　　、1・．

　　、注旦ケットが基準とする飛行経路を飛行する場合における固体補助ロ

　　　ケットの燃え競の落下予想区域はぐ，図ρのと誇りであり・．第L段ロケッ

　　　　トの燃え殻及び衛星7エアリングの落下予想区域は、、図LO．のどおわ，て：

　　　である。　　T　　　　　　　　　l；∴匹　　∵　，、L∫；ご鉱、ン

　　　　．．ζの落下予想区域敏壷種馬の課葦に、より生じる飛行経路の分散、さ

　　　’らに鱒の空気力の影響考慮して計算さ拠’るゼなお》このよう

　　　にして計算ざれた区域は楕円釈であるが、’二潭報の便宜上爺これた外接．
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　　　する四辺形として設定されている。

　　　　また、射点近傍には、ロケット指令破壊時あ飛散物の落下確率が高・

　　　い区：域が存在するため、当該区域は固体補助ロケ・ヅトの落下予想区域

　　　に含められている6〒∴ン㌃　　も　『『ご・r＼

　・③推力停止時に予測される落下点の軌跡∫∵・　＿㌦ゼ・㌧冠・

　　　　飛行時においてロケットの推力が停止したと想定した場合に予測さ

　　　れる落下点の軌跡及び分散範囲内にある陸地部分に対しては、竹ケッ

　　　ートの作動状態を十分監思し、飛行安全システム「を連用サるごど1ごよっ

　　て安全を確保するごととしでいる6L．㌧　　・・一一…’㍉恐1

　　④電波リンク　湯レ　　 rl㌶∵一・

　　　．．・従来めロケッ1ト打上げにより律られたデータによれば、：1地上局のア

　　　ンテナ仰角が：レーダの場合2三度以上ぐテレメ：ごタおよびコマンドの

　　∵場合1度以上の範翻は、電波ウングが確保される6・、

　　　ご基華とする飛行経路及び最低飛行経路（ゴケッふが正堂に飛行して

　　　いると考えられる飛行経路の内、最も低い経路をいうざ』以下同じ）に

　　、対する地上局（種子島宇宙ゼンクー及び小笠原追跡所）ゐアンテナ仰角

　　　は、図11のとおりである。　モ“　　　　・ご㌶

　　　　これによれば、安全確保のためのデータ取得及びづ々ジド送信め対

　　象となる叢行範囲の全域たわたって、ロケットが最：低飛行経路を飛行

　　　した場合でもく安全確保た必要な電波ザシグは確保きれている5

（2う∫ゴ飛行安全ジステ云とこぞの運用く　　　…

　　①　飛行安全シスデムの概要

　　，ゴH一摘下ゲウ：ト（31段式）試験機の飛行安全シズテムめ概要は、図1

　　　2に示すとおりである◎　’，．脂…・ご惣・己ド…　　　　∴・

　　・：（’D「安全確保のだあのデらタ取得：一＼玩ン㍉ン

一6一
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、・

　　　ロケット発射直後の監視には、目視が用いられる。すなわち、

　　スカイスクリーン及び1．TVである。ヌカイスクリーンは、ロケヅ

　　トの進行方向の後方1瓶（中之山テンメ｝タステーション屋上）、

　．一側方2ヶ所（スピン試験棟裏、第4光学観測所）の計3ヶ所に設置さ

　　れ、音声により、1ロケヅトの飛行状況を大蜷指令管制棟に伝える。

　　ITVは射場内の数ヶ所に設置され、大寄指令管制棟でモニター

　　する。

　　　目視監視範囲を越えた後は第1v第3及び第4光学観測所の3

　　ヶ所のシネセオドライ墨より徳られる光学観測値這野木レーダ、

　　宇宙ヶ丘レー；ダ忌小笠原レ鋭ダより爾情報ぐ及び中之山あるいは

　　増田、・小笠原よりのテレ’メ「タ清報を用いる。．種子島大騎指令管

　　．：胸像に集められたζれ等情報のうち、、光学観測値、一，レrダデ田口

　　及び慣性誘導計算機出力は◎2重系フンどユー：タにより処理し、

　、、CRT画面に表示し・て飛行安全管制判断に凧いる611中之山あるい

　　一rは増田及び小笠原二で得ち：れ・る誤ンジシ燃焼圧、ごρケヅト姿勢等の

　　機体系テレメータ織留は大崎指令管制外耳伝送し≦ペン・レコー

：穿こニダ等に表示する。・なお冠．光学観測値は射点近傍においてのみ用い

∴㌃る。　ぐ．↓㌃ご二・∵L腔　ご．ぐ一環∵∵二．《．皐’、．二

での、飛行¢沖断の基準一．・一忌：＼∴∴∵。∫．．璃鳥

　　　安全を確保するおめに必要な範囲においても次のいずれかに該

　ゼ回する時はぐロゲットに装備レたi装置を作動させるごとにより・b

　　ケットが破壊され、または、・、ρケッ；トの推力が停止されるぴ（以

　　下「飛行中断」とし、う：。つ　擦／1説・1・・｛一∴、ゼ、、一這

　．．（ア〉．、．無ケヅトが破壊限界線按全の確保の・ために設定するロケッ

　　．がト、の飛行のずれの許容限度を示す線を廼う。．以下同’じ）を越え
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　　　　た時。・

　　（イ）一ロケッ玉の追尾または作動状態の監視が不可能となり、かっ、

　　　　当該ロケットが破壊限界線を越えるおそれがある時。

　　（ウ）．前2項に掲げるもののほか、官ケットが基準とする飛行経路

　　　　・：から著しぐはずれた時、一ロケットの飛行中断機能が失われるお

　　　そ『れがある唱いまたは1ユケットの姿勢制御機能が明らかに異常

　　　　である時。

ン②．飛行安全システム：の運用、

　（1）∫射場及びその周辺における安全対策一

　　　　・‘ロケヅト’が射場及びその周辺の上空を飛行するに当たって、射

　　　場の近傍の安全を確保するため、・次により措置ざれる∴

　　（ア）・打上げ直前た観測された風の状況からギ万二飛行中断が行わ

　　　　れた時、射点近傍落下隈界線（射点近傍たおい1て白’ゲヅトから

　　　ほみ落下物等に対しで安全な区域と危険な区域を分ける線をいう。

　　　　以下同じ〉の外側の安全が損なわれるおそれがある場合には、

　　　　’打上げを見合わせる6一碧．1∫＼☆㌦・＼、

　　．・（イ）・・ロケゴトの発射後におい七：はい射点近傍落下限界線に対して

　　　　垂直な面にロケヅトの軌跡を投影することにより、』その飛行を

　　　　濫視し、また、．その推力停止時に予測される落下点の動き及び

　　　　一各種デレメドリのデニダの監視を行いぐ異常が認められる場合

　　　、1ジにはぐ①Glうの基準に従う1で飛行中断の措置がとられる。

　レ（liう1ダウンレンジにおける安全対策一・　・ケー・ゼ＼．ぐ・

　　　　水平面でのロケットの軌跡を監視し、またミ亡そめ推力停止時に

　　　予測ざれる落下点の動ぎ及び各種テ．レメトリの監視を行い、異常

　　　｛が忌められる場叙ごは∴①Giうめ基準1ご従ら・で飛行中断⑳措置が

一8一

㈱

驚

　　　　　とられる。、’

　　　　　　特に、ロケットの推力停止時に予測される落下点の分散範囲内

　　　　　にある陸地の部分に対しては、ロケットの作動状態を十分監視し

　　　　　て・異常がある場合には・飛行状況を勘案妹飛行中断の措置を、

　　　　　とること等により安全の確保が図．られるb

　　　：Gli）層飛行中断の指令

　　　　　1∫①（il）に基づく飛行中断の指令は、大蜻指令管制棟から種子島、・

　　　　　（大崎または野木）又は小笠原の保安用コマンド送信機を遠隔操作

　　　　　して送信される。：、

（3）　航空機及び船舶に対する安全対策’

　　　航空機及び船舶に対する安全を確保するため、打上げ場所、日時、落

　　下予想区域、．落下予想時刻等必要な情報を事前に関係者に逼報ずるよう、・

　．関係機関に依頼がなざれるざ㌔．

　　　関係機関がらの逼報は次により行われる。国㌦罵ナ∫ゴ．

　　①1航空機に係る逼報．’　r．ご　1ゴ畠！弓㌦’1凱、『・ぐ∵：計

　　　（il）ご国内に対しては～∫運輸省が航空機乗組員に対しノ戸忌みを提供

　　　　　する。

　　　Gi）ギ二二に対して・は》運輸省が世界各国の関係航空機関あてにノー

　　　　　タムを送付する。弓’・・ご：藍∫・一．、

　　　　　（第1段ロケットの燃え殻及び衛星フェアリングの落下予想区域

　　　　　並びに航空路を図13に示すb＞；1＾F二びゼ・学　二㍑ご、・

　．②㌦船舶．に係る通報＿1｛1い　．：、1　‘，一心，．1∫い，・・〉＼．ご1

　　　（i）　国内に対しては、海上保安庁が海運、漁業関｛系機関ぐ船舶等に

　　　　ご舛レ鼠水路通報等を提供す1る9〕，、、、

　　　（il）国外に対しては、海上保寮総力㌔NA早AR旦A一：）聾航行警報
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を放送する。また、関係各国の関係機関あて、水路通報等により

必要な情報を送付する。

3．安全管理体制，

　　H－1ロケヅト（3段式）試験機の打上げ隊の組織は図14②とおり定めら

　れており、打上げ実施責任者の下に打上げ主任、匂ケヅト主任等とは独立し

　て、地上安全に関する業務については射場安全主任がく飛行安全に関する業

　務については飛行安全主任が置かれている。

　　これらの地上安全及び飛行安全に係る運用組織においては忌それぞれ各種

　の通信系により緊密な連繋が図られている。

（1）　地上安全に関する安全管理体制、

　　①　射場安全主任は地上安全に関する業務を統括し》必要に応じて～整

　　　備作業または打上げ作業の中断を指示し、安全の確保を、図る。，

　　　　射場安全主任の下には射場安全班長が置かれ、『図15に示す業務を

　　　行う射場安全班を指晒し、地上安全系の状況を把握するとともに、安

　　　島上の判断を行う。

　・②一重大な：事故の発生が予測される時は、1射場安全三年は直ちに放送・

　　　電話等により射場内に周知徹底を図るとともに、関係者に必要な措置

　　　を指示する。・

（2）　飛行安全に関する安全管理体制　’∵　　一ン∫＼

　　①　飛行安全主任は飛行安全及びこれに必要な設備の運思に関する業務

　　　を統括渉る6ご　　ロや　ゾ∫「’L　㌔旧　導

　　　　飛行安全主任の下に飛行安全班＝良が置ふれ」飛行安全斑長は図16

　　，仁示す業務を行う飛行安全班を指揮する．㌻

一10一

禰鰐

㈹

　　②ロケットの飛行に係る筆全を確保するため必要ある場合、飛行安全

　　　主任が飛行中断のための措置をとる。

（3）　事故発生時の処理体潮

　　　火災・爆発事故等（以下「事故等」という）が発生した場合はミ予め定あ

　　られた要領等に従って被害を最小限にとどめるために必要な措置が講じ

　　られる。

　　　また、事故の状況によっては、種子島宇宙センター内に現地事故対策舳

　本部が設置されるととも・に、外部関係機関に応援が要請され、事故処理

　が行われる。なお、状況に応じて宇宙開発事業団本社では対策会議及び

　本社事故対策本部の設置等が行われ、必要な対策が講じられるげ。

一ユ1一

器
縫
B
彗
“

　
　
　
　
　
一
司
一
，
ー

ロ、

C
i
一
■
r

　
り
n
J
日
、
㍑
：

　
　
　
…
一
、
，
喉
『
昌
8
彗
’

　
　
　
　
　
　
一
．
烈
烈
，
口
U
コ
昌
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
η
け
劃
一
d
一
尉

」
！
，
　
一
、
コ
コ

　
　
　
　
　
　
　
一
t
融
』
M

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
日
討
旨

6
い
μ

q
距
b

　
　
　
、
一
，



皿．宇宙開発事業団の安全対策に対する所見’

　H＿1ロケット（3段式）試験機の打上げにおいて宇宙開発事業団が実施しよ

うとしている安全対策は、引今までめロケットの打上げの経験を踏まえ・・以下の

とおり所要の対策が講じられており、・妥当であると考えられる。1・

（1）　地上安全、

　　①．ロケットの推進薬等の輸送及び貯蔵に係る安全対策

　　　　保安物の輸送は、契約業者によって関係法令を遵守して行ケことと

　　　しているが、宇宙開発事業団においても契約業者の指導、監督を行う

　　　など、安全の確保に万全を期している。

　　　　保安物の貯蔵については、’関係法定基準に合致した施設において行

　　　われ、集中監視、夜間巡視等が行われるなど、災害の未然防止が図ら

　　　れている6’

　　②ロケットの三三に係る安全対策

　　　　射場におけるロケヅト整備時の安全を確保するため、取扱い施設の

　　　周辺に所要の警戒区；域を設定して関係者以外の立入りを禁止するほか、

　　　保安物の取扱い作業は、関係法令等に基づき特定の作業者が安全に配

　　　慮した作業手順書箋に従って行うなどの措置が講じられる。

　　　　また、作業要員には作業安全に関する注意事項、保安物に関する準

　　　意、事故処理手順等にっ・いて安全教育を実：施し、さらに訓練等を行い、

　　　作業の安全確保を図ることとしている。

　　③ロケットの打上げに係る安全対策

　　　　打上げ当日には、’粒剤近傍、前面水域等に爆風圧、飛散物、落下物

　　　等に対する安全を確保ずるための警戒区域が設定され・所要の警戒が

一12一
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　　　行われる。また、打上げは所要の安全確認の後、行われ．る。＿

　　④防災設備　．　、　　　・，　　　一・　一

　　　　射点における災害を防止するためて所要の防災設備が設けられてい

　　　る。

（2）飛行安全

　　①飛行計画策定における安全面の配慮

　　　　飛行計画は、基準とする飛行経路、第1、段ロケット燃え殻等の落下

　　　予想区域、推力停止時の落下予想区：域及び電波リンクについて、安全

　　　確保のための種々の要素を考慮して設定されている。

　　②　飛行安全システムの運用

　　　　飛行安全システムの運用によって、射点近傍及びダウンレンジにわ

　　　たって、ロケットの適切な監視と必要な場合の飛行中断が行えるよう

　　　措置されている。また、ロケットの飛行中断に伴なう鼓害の防止にっ

　　　いても配慮されている。

　　③航空機及び船舶に対する安全対策

　　　　航空機及び船舶に対しては、安全確保のために必要な情報が事前に

　　　通報される。

（3）　安全管理体制

　　　ロケットの打上げを安全に遂行するため、安全の確保に責任を持つ射

　　場安全主任、飛行安全主任等が、ミッションの達成に責任を持つロケッ

　　ト主任・打上げ主任等ゆら独立しτ機能できるよう配慮されており、地

　　上安全及び飛行安全に係るそれぞれの運甫組織は各種の通信系により有

　　機的1こ結合されている。’

　　　このほか、万二の事故に際しても予め組織等を定め、即応可能な体制

　　がとられている。
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（4）安全対策実施に当たっての留意事項

　　　安全対策を実施するに当たっては、これまでのロケヅトの打上げ経験

　　を踏まえ｛、1安全確保のため万全を期すごと。1＼
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名　称 分　子式　　　　冒 使用箇所 ロケット等搭載量 法令上の種類等

コンポジット系 固体補助ロケット
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固体推進薬 3段固体ロケット 1840kg 火薬類

アポジモータ
5
0
4
k
g
∫
∫
　
’

　　　一ﾈ　　　∩

火工品
　　㌧
O段及び衛星 　　　　ドQ5kg　　‘

等、

Y火薬類

液化水素 H2 　　　　　　　　　ρ
Q段LH2タンク

　　　　♂　　　や

@　　　　一P400kg 高圧ガス

（LH2）
’
’

㌧

液化酸素 02　　・ 　　　　　　　　，P段LOXタンク 54800kg
（LOX）

’

高圧ガス

開

2段LOXタンク
7
4
0
0
k
g
幽

窒素ガス 畠　　駄 ．1段気三三

ど　　　　，@
4
2
」
2
×
4
個
’ 高圧ガス

（GN2）　　”

N2

@　　　　r

（211k8／c匝2）

、　　　　　　　　　　　　　　　国

@　　　㌧

h
喉

極低温 42£×2個
P 、

為

ヘリウムガス 　　　　へge澗

@　　、
2段気三三 （230kg／c田2） 高圧ガス

（GHe）一
@辱　、v　　　一　　　　一

｝　　　　　　　　　　　　　＝

常温一 ，88丑×1個
　　　卜i314kg／c田r）　　　　ヒ

　一@tqJr1 、mL

　　　　　　　＼
@　　　四P段RJ－1タング 26300kg 危険物第4類

r

噛　　　し

　　　　、
第3石油類

P　　　　旨

@　　　　、

衛
星
擦
タ
ン
ク
、 二　　93：k：9　．　　　　く

v庸許ヒドラジン　　　、

N2　H4
¶「　　　P

、　町

@咋
危険物第4類

「　　　　漣 2段ガスジェット 12kg　　β 第2石油類

一

印『 轡形タンク　．、　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　尺

“、

@　　酌

一1ご　　ρ　　阿

　　　　　戸　　　　　　　一

（注）ロケリト等搭載量の数量は標準値である。

・　表3 保安物一覧
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144．5 145．0 145．5

A（28．⇔0。N，142．370E）

△B　　（29．60。N～　　142．49ρE）

・℃　　（29．13。N，　　145．49。E）

D（28．43。N，145．37。E）

：第！段禄び衛星フェアリング落下分散域及び落下予想区域
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（参考1）

H－1．ロケ夢ト（3’三三）試験機の打上げに係る安全

の確保に関する審議について

昭和6旨・2年4月212日

　宇宙開発委員会i

　”決一定

昭和62職朝期に回れている、技術試験鶴V郵T摩

．釧興し細．晩！（3段式）試脚批げ回忌全
の確保に資するため、次によ・り調i査審議を行うものとする・

’審議を行うものとする9

醗

2．⊥の調査翻ま、第三部会におレ｝て徳嗣62年6月末ま劇

　でに終えることを目途とずる。
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（参考2）

長ム云部

理代三会部

口
貝
回門専

　　　　　　　　　　1

宇宙開発委員会第三部会構成員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和62年4月）

疋田　　強

長洲秀夫
秋葉錬二郎

阿部　　博：

石川哲之介

上杉邦憲
大島士郎
＊五代掌文

近藤重雄

鈴木昭夫
＊竹中幸彦

棚次亘弘
中軸美智雄

＊萩原　　強

　長谷川和俊

野田　元紀

藤原修三

邊見正和
三浦　　信

村田光平

山中龍夫

山本草二’

＊渡辺正明

福井工大学長

’科学技術庁航空宇宙技術研究所長

文部省宇宙科学研究所教：授

警察庁科学警察研究所法科学第二部長

通商産業省立地公害擬態安課高圧ガス班長

文部省宇宙科学研究所助教授

運輸省航空局技術部長

宇宙開発事業団計画管理部長

通商産業省工業技術院化学技術研究所

　保安環境化学部第三課長

科学技術庁航空宇宙技術研究所角田支所長

宇宙開発事業団理事

文部省宇宙科学研究所助教授

通商産業省立地公害局保安課火薬専門職

宇宙開発事業団安全管理部長事務取扱

自治省消防庁消防研究所

　第一研究部施設安全研究室長

文部省宇宙科学研究所教授

通商産業省工業技術院化学技術研究所

　保安環境化学部第二課長

運輸省海上保安庁警備救難部長

郵政省電気通信局電波部長

外務省国際連合局外務参事官

科学技術庁航空宇宙技術研究所

　宇宙研究グループ総合研究官

・東北大学法学部教授

宇宙閉発事業団打上管制部長事務取扱・

注）　＊印の専内委員は、今回の調査審議については説明者として参加した。
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